




 

母子相互作用を高め,母性の確立を促進するものとして,分娩直後の早期から母子接触をは

かるとか,母乳哺育,更に母子同室制 Roomi ㎎ in Bystem の問題等が取り上げられる。そ

こで我々は初年度は我が国に於ける母子同室制の実態がどのようになっているか,全国の

産科のある病院の産科婦人科医長又は新生児科医長宛アンケート用紙を送って回答を求め

た。有効回答数 993 例中 535 例(53.9%)が何等かの形で母子同室制をとり入れている。 

 母子同室の形態で母のベッドサイドにコットを置くというものが最も多いが,母子同床

の例も少数みられた。 

 分娩室から直ちに母子室へ移す例は 13.6%みられたが,分娩後 1 日 2 日新生室で観察し,

その後母子同室とするもの,しかもその後も昼間だけ母子同室で夜は新生児室で別にみる

というやり方が最も多かった。 

 母子同室の新生児の看護管理にあたって,専任看護婦のいるものは 23.6%であった。 

 児に黄疽等異常が認められた場合は,半数は新生児室に戻したり,新生児病室や小児科病

室へ移すものは夫々10%前後であった。 


